
薬事日報　薬学生新聞

　平成○年○月○日、あるホテルの一
室にいた男女２人のうち女性が錯乱状
態となり、救急病院に搬送された。病
院からの通報により、捜査員が男性に
事情聴取し、インターネットで購入し
た粉末をスポーツ飲料に溶かし、２人
でコップに入れて飲んだところ、女性
の容体が急変したとの情報を得た。
　服用した粉末が残っていなかったこ
とから、直ちに２人のいたホテルの部
屋を調べ、２つのコップを押収した。
救急病院での女性の治療方針決定の必
要性もあり、科捜研に緊急鑑定の要請
があった。コップには液体が残ってお
らず、底に粘性のある物質がわずかに
付着している状態であった。

科捜研の仕事と薬学・薬剤師　その２

　元石川県警察科学捜査研究所長。
　毛髪からの覚せい剤検出などの研究で
薬学博士取得。39年間、薬学で学んだ知
識を生かして薬物毒物鑑定を主に担当し
てきました。
　今は妻と２人で薬局調剤の傍ら、公認
スポーツファーマシストとしてうっかり
ドーピング防止のためのお薬相談や講
演、学校薬剤師として校内環境（大気・
水質など）測定や危険ドラッグなどの講
演をしています。
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　３回シリーズ「科捜研の仕事と薬学・薬剤師」の２
回目の本稿では、著者の経験した当時その存在がほと
んど知られておらず、法規制もされていなかった新規
乱用薬物鑑定について紹介する。

く麻薬ＭＤＭＡを検出
した。さらに男性の尿
からも麻薬ＭＤＭＡを
検出した。
　後日、男性の購入先
から押収した白色粉末
の分析も依頼され、当
時その存在がほとんど
知られておらず、法規制もされていな
かったＦＬＥＡが大部分で、その500
分の１量の麻薬ＭＤＭＡが含まれるこ
とを突き止めた。

ＬＥＡに関する論文・学会報告が全く
ないことから、代謝についても全く分
からないため構造類似の薬物を参考に
考察し、ＦＬＥＡを服用しても尿中に
ＦＬＥＡそのものは排泄されず、代謝
されて麻薬ＭＤＭＡとなって排泄され
ると判断した。白色粉末中に含まれて
いた麻薬ＭＤＭＡが尿から検出される
ことはありうるが、尿中の量から判断
して、両者の尿から検出された麻薬Ｍ
ＤＭＡのほとんどがＦＬＥＡの代謝物
と判断できる。
　鑑定に必要となる標準品ＦＬＥＡ合
成の際に、合成原料に含まれる不純物
の影響で意図せずに麻薬ＭＤＭＡが合
成されてしまうという情報を入手した
ことから、白色粉末中に麻薬ＭＤＭＡ
がわずかに含まれる理由として、販売
元などで小分けの際に混入した可能性
より、不純物を含む合成原料を使った
ことで白色粉末に含まれた可能性が大
きい。
　以上、当時その存在がほとんど知ら
れておらず、法規制もされていなかっ
た新規乱用薬物ＦＬＥＡ（この事件の
後、麻薬に指定された）について簡単
に紹介したが、このように、科捜研化
学係では薬学で得た知識を生かして、
危険ドラッグに代表される未知の薬物
について探求する機会が多い。
　これを読んで、薬学生の諸君が、学
んだ知識を生かせる科学捜査への道を
選んでくれることを期待する。

　科捜研化学係では、女性が錯乱（興
奮）状態であるとの情報から覚醒剤と
興奮作用のある麻薬（コカイン、ＭＤ
ＭＡなど）を最初のターゲットとして
分析にかかり、３時間ほどで麻薬ＭＤ
ＭＡ検出の第一報を捜査部門に伝え
た。
　次に女性の尿も病院から届き、同じ

　さらに解析を進め、以下の事項につ
いても明らかにした。
　コップ底の粘性物質からＦＬＥＡも
検出でき、麻薬ＭＤＭＡとの割合は
正確には求められないが、大部分はＦ

ＬＥＡであったことから、白色粉末と
コップ底の粘性物質は同じものであ
る。
　両者の尿についてＦＬＥＡの存在を
詳細に調べたが検出できなかった。Ｆ

新規乱用薬物の動態を解明

薬品販売の自由化の道が開かれるよう
になり、フリードリッヒ２世の医薬分
業令（1241年）以来800年以上も薬
局が守ってきた医薬品の独占販売権を
2006年にはスーパーマーケットにも
譲り渡すことになってしまいました。
　この「一般用医薬品販売の規制緩和」
によって、スーパーマーケットやパラ
ファルマシーと言われる一般用医薬品
専門店でも、一般用医薬品が販売され
るようになりました。また、それまで
あまり注目されていなかった一般用医
薬品が「規制緩和」の対象になったこ
とで、世の関心が高まるようになりま
した。そして、関心の高まりと共に需

要も喚起され、あちこちで一般用医薬
品が販売されるようになったのです。
　さらに言えば、それまでほとんど種
類のなかった一般用医薬品も種類が増
え、消費者の選択の幅が広がりました。
必要な時に必要なものが購入できるよ
うになれば、一般用医薬品を購入する
人が増えるようになります。こうなっ
てくると、薬局も危機感を抱くように
なります。一気にポピュラーになった
一般用医薬品ですが、消費者の多くが
薬局で購入しない傾向が見られるよう
になったからです。
　この機に及んで、イタリアの薬剤師
が本気で自らの職能と将来を考えるよ

うになったといいます。ナポリ薬剤師
会のサンタガタ会長も、「単に医薬販
売者であればよいという時代は終わ
り、専門家としてより国民の健康全般
に関わるサービスを提供する場所とし
て『薬局』を活用する時代になりまし
た。こうした時代のニーズに敏感に反
応して、自らの能力を高めていく必要
があるのです。ナポリの薬剤師は、こ
の10年をかけて、過去からの決別も
含めて大きく変わりました。そして、
その核にあるのは、自己研鑽への努力
でした」と、社会ニーズを認知するソ
ーシャルリテラシーの向上と教育研修
の重要性を強調されました。

　医薬分業令を発したフリードリ
ッヒ２世は、シチリア王としてナ
ポリ近隣の街「サレルノ」で、
1241年にこの医薬分業令を発令
しました。また、フリードリッヒ
２世と「ナポリ」との縁も大変に
深く、サンタガタ会長が教鞭をと
っている「ナポリ大学」を創立し
たのもフリードリッヒ２世なので
す。このように考えると、医薬分
業の発祥の地とも言えるイタリアの薬
剤師が、その歴史と伝統を脱却して、
奮闘している姿を少し丁寧に見てみる
のもいいかもしれません。
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